
日本ビルコン株式会社の事業適応計画のポイント

当社は、空調を中心に各種設備の販売から保守メンテナンスまで
お客様へワンストップでトータルソリューションを提案する会社です。
今回、お客様へ提案する実証設備として複数の事業所における空調設備を
エネルギー効率に優れた高効率のGHP（ガスヒートポンプエアコン）空調装置へ
更新する作業を行います。
これにより、事業所から排出されるCO2排出量を従来より減少させて、
地球温暖化の社会課題の解決に貢献し、
付加価値の創出と環境への負荷低減を両立させていきます。
又、お客様へのご提案にも活用いたします。

令和４年１月１８日

１．事業適応計画の実施期間
2022年4月～2025年3月

２．生産性向上目標・新需要開拓目標
炭素生産性を14.2％向上させます。

３．前向きな取組の内容
エネルギー効率に優れたGHPを導入して、CO2排出を削減していきます。

平井テクニカルセンターは、高効率のGHPに更新します。
新設する２つの事業所（東日本テクニカルセンター・宇都宮サービスセンター）は
高効率のGHPを導入します。
事業全体で2024年度までに炭素生産性を14.2％向上させます。

４．支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

平井テクニカルセンター

本社

＜事業適用計画の概要＞

＜本社及び新たにGHPが設置される事業所＞

東日本テクニカルセンター


